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１．はじめに  

 下水道施設のコンクリートは微生物が生成する硫酸により早期に劣化する場合がある．著者らは，高い耐硫

酸性をもつ自己充塡コンクリートを開発し，実用化を進めている 1)．樹脂による防食被覆を必要とせず，補修

においては，型枠を設置して断面修復層と防食層を一体で施工することで工事が完了するため，合理化を図る

ことができる．本研究では，施工厚さが制限された補修工事への適用を想定し，施工厚さ 65mm，かぶり 20mm
の狭隘な施工条件で充塡試験を行い，部材の曲げ載荷試験により既設コンクリートとの一体性を確認した． 

２．材料・配合  

 耐硫酸コンクリートは，耐硫酸性付与材と石灰石材料を使用することで，硫酸による劣化速度を通常のコン

クリートの 1/10 以下に低減したものである 2)．自己充塡コンクリートであり，施工においては締固めを行わず

に型枠内に充塡できる．使用したコンクリー

トの配合を表-1 に示す．小さい断面に充塡す

ることから，粗骨材最大寸法は 15mm とし，既

設コンクリートによる拘束や，収縮に起因す

るひび割れ防止のために膨張材を添加した． 

３．補修試験  

天井面の施工厚さの小さい狭隘部の補修を再現し，確実な修復が可能であることを確認した．普通コンクリ

ートで長さ 2500mm，幅 300mm，高さ 185mm の平板を製作し，既設コンクリートスラブの代替とした（図-

1）．既設コンクリート下面（＝天井面）は目粗しを行い，鉄筋を露出させることで，劣化した天井面のコンク

リートを鉄筋の奥まではつりとった状況を模擬した．コンクリート用プライマーを塗布して既設コンクリー

ト下面に型枠を設置し，スラブを貫通する充塡口を中央上部に設けて耐硫酸コンクリートを充塡した．充塡部

は厚さを 65mm，かぶりを 20mm，鉄筋と既設コンクリートの間隔を 20mm とした．コンクリートの粗骨材最

大寸法は 15mm であり，20mm の最小通過間隙を考慮すると厳しい充塡条件であった． 
耐硫酸コンクリートは強制二軸ミキサーで練り混ぜ，2 バッチ分を混合して 100L とし，スランプフロー700 
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図-1 天井面の補修を模擬した充塡試験の概要 

          表-1 配合  （単位量：kg/m3） 

W/C 
（%） W C EX Lp 石灰石 

細骨材 
石灰石 
粗骨材 A B 

51.7 160 295 15 290 802 770 9.6 5.5 
W：水，C：セメント，EX：膨張材，Lp：石灰石微粉末， 

A：耐硫酸性付与材，B：専用流動調整剤 
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±100mm，U 型充塡高さ（障害 R：1）300mm 以上の目標

値を満足することを確認した（表-2）． 
バケットにより中央の充塡口から打ち込んだ耐硫酸コ

ンクリートは充塡部を左右に流動して（図-2）長さ

2500mm（片側 1250mm）の型枠の隅々まで充塡され，端

部に設置した空気抜き口の上部までコンクリートが上昇

した．脱型後の表面は平滑であり，既設／耐硫酸コンク

リート界面に充塡不良や粗大な空気泡がないことを目

視と打音検査により確認した． 
４．曲げ載荷試験による一体性の確認  

充塡後の部材の曲げ載荷により，耐硫酸コンクリート

と既設コンクリートが構造的に一体化していることを

確認した（図-3）．載荷条件は等曲げ区間 300mm，せん

断スパン比 3.6 とした．部材中央の変位を図-4に，変位

20mm でのひびわれの発生状況を図-3 に示す．載荷によ

り 26kN で曲げひび割れが発生したが，その後も荷重は

増加し，53kN で鉄筋の降伏により部材が降伏した．載

荷中に耐硫酸コンクリートの下端から生じた曲げひび

割れは界面を通過して既設コンクリートに進展した．部

材が降伏したあと変位 20mm まで載荷を行ったが，既設

コンクリートとの界面に沿ったひび割れは発生しなか

った．なお，部材中央の既設コンクリート／耐硫酸コン

クリート界面に設置したずれ変位計により界面におい

てずれが生じないことも確認した．これらから，耐硫酸

コンクリートは既設コンクリートと一体化して耐荷性

能を担保することが検証された． 
５．まとめ 

耐硫酸コンクリートは締固めを必要としない自己充塡型の高流動コンクリートであり，粗骨材最大寸法を

15mm とすることで厚さ 65mm，最小通過間隙 20mm の狭隘部の補修においても欠陥なく充塡できた．硬化

後の充塡部は既設躯体と一体化して耐荷性能を確保できることが確認された． 
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図-4 部材中央の荷重―変位曲線 
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図-3 曲げ載荷試験の状況（中央変位 20mm） 
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表-2 フレッシュ性状試験結果 

スランプフロー U 型充塡試験 
（障害 R1） 

空気量 
（％） 50cm

到達

（s） 

スランプ

フロー

（cm） 

300mm
到達

（s） 

充塡高さ

（mm） 

10.9 72.0 5.1 361 5.2 

図-2 耐硫酸コンクリートの充塡状況 
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